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を
断
ち
切
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
二
郭
は

稲
荷
神
社
の
境
内
地
と
な
り
参
道
も
付
け

ら
れ
て
い
る
の
で
見
学
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
山
城
の
規
模
と
し
て
は
小
さ
い

で
す
が
、
城
跡
と
、
そ
の
南
側
の｢

祢ね

古ご

屋や｣

と
呼
ば
れ
る
家
臣
団
住
居
跡
と
推
定

さ
れ
る
地
、兵
士
達
の
平
時
の
生
活
空
間
、

ま
た
、
庶
民
の
居
住
空
間
と
し
て
の
町
場

（
鷲
子
宿
）
が
ひ
と
つ
の
空
間
と
し
て
想

定
で
き
る
貴
重
な
例
で
す
。

◇
江
戸
新
五
郎
と
は

　

初
代
河
内
城
主
通
治
以
来
、
一
八
〇
年

に
わ
た
っ
て
こ
の
地
を
治
め
て
き
た
江
戸

氏
も
主
家
で
あ
る
佐
竹
氏
の
秋
田
移
封
に

従
い
、
常
陸
を
去
り
ま
し
た
。
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）、
通み

ち

家い
え

の
時
で
し
た
。
新
五

郎
通み

ち

憲の
り

は
こ
の
通
家
の
子
で
す
。
通
憲
は

秋
田
に
移
住
後
、
体
調
を
崩
し
た
た
め
、

ひ
と
り
住
み
慣
れ
た
鳥
子
に
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
鳥
子
に
は
江
戸
氏
の
家
臣
が
多
く

土
着
し
て
い
て
、
一
族
で
も
と
の
家
臣
の

小
林
重し

げ

広ひ
ろ

・
広ひ

ろ

義よ
し

父
子
の
も
と
に
身
を
寄

せ
、
養
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
寛
永
一
九
年

（
一
六
四
二
）
に
没
し
、
善
徳
寺
に
近
い

小
林
家
の
土
地
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
今
そ

の
地
を｢

殿と
の

畠ば
た｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
広
義
よ
り
四
代
あ
と
の
広ひ

ろ

高た
か

が
通
憲
の
墓
碑
を
建
て
よ
う
と
し
ま
し
た

が
果
た
せ
ず
亡
く
な
る
と
、
曾
孫
の
広ひ

ろ

安や
す

が
水
戸
藩
の
儒
官
で
医
師
の
村む

ら

田た

隆り
ゅ
う

民み
ん

と

共
に
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
墓
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。

　

碑
文
を
作
成
し
た
村
田
隆
民
は
、
医
師

と
し
て
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に

江
戸
新
五
郎
の
墓

◇
鳥と

り

の

こ子
江
戸
氏

　

ゆ
か
り
の
地

　

美
和
地
域
鷲
子
地

区
。
市
の
北
西
端
で

栃
木
県
那
珂
川
町

（
旧
馬
頭
町
）、
那
須

烏
山
市
（
旧
烏
山

町
）
と
隣
接
す
る
こ

の
地
域
は
、
中
世
に

は
下
野
国
境
の
村
と

し
て
、
江
戸
氏
が
城

を
築
き
、
治
め
て
い

ま
し
た
。

　

江
戸
氏
は
応
永
の

末
（
一
四
二
〇
年
頃
）
に
大だ

い

掾じ
ょ
う

氏
か
ら
水

戸
城
を
奪
っ
た
江え

戸ど

通み
ち

房ふ
さ

の
次
男
・
通み

ち

治は
る

（
通
種
）
に
始
ま
り
ま
す
。
鳥
子
河
内

館
を
本
拠
と
し
、
鳥
子
村
周
辺
を
支
配

し
ま
し
た
〔「
鳥
子
」
が
「
鷲
子
」
と
表

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
元
禄
一
六
年

（
一
七
〇
三
）
以
降
）〕。
江
戸
氏
本
家
は

佐
竹
氏
と
敵
対
関
係
に
あ
り
ま
し
た
が
、

鳥
子
江
戸
氏
は
早
く
か
ら
佐
竹
氏
に
仕
え

て
い
ま
し
た
。

　

鳥
子
江
戸
氏
の
本
拠
、
河こ

う

内と

館だ
て

跡あ
と

は
、

国
道
二
九
三
号
線
を
挟
ん
で
鷲
子
宿
の
北

側
の
尾
根
上
に
位
置
す
る
山
城
で
す
。
現

在
も
三
つ
の
曲く

る

輪わ

（
周
り
を
堀ほ

り

や
土ど

塁る
い

で

区
切
ら
れ
た
一
定
の
広
さ
の
平
坦
地
）
や

城
跡
の
周
囲
を
取
り
巻
く
帯お

び

曲く
る

輪わ

、
腰こ

し

曲く
る

輪わ

状
の
地
形
を
確
認
で
き
ま
す
。
主し

ゅ

郭か
く

は

お
よ
そ
五
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
の
広
さ
を
も

ち
西
側
に
二
郭
、
そ
し
て
街
道
、
鷲
子
宿

に
面
し
ま
す
。
東
側
は
尾
根
が
続
き
ま
す

が
、
三
郭
の
東
端
に
堀ほ

り

切き
り

を
設
け
、
尾
根

御お

目め

見み
え

格か
く

、
文
化
三
年
に
五
人
扶ぶ

持ち

を

賜
り
、
同
九
年
ま
で
鷲と

り

子の
こ

陣じ
ん

屋や

付つ
き

で
し

た
（「
扶
持
」
は
藩
か
ら
の
支
給
米
の
こ

と
。
一
日
あ
た
り
五
合
を
基
礎
と
し
て
月

俸
一
斗
五
升
、
年
一
石
八
升
に
相
当
）。

鷲
子
陣
屋
と
は
、
水
戸
藩
の
郡こ

お
り
せ
い制
改
革
に

よ
り
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
か
ら
文
化

一
二
年
（
一
八
一
五
）
ま
で
鷲
子
に
置
か

れ
た
郡
奉
行
所
の
こ
と
で
す
。
隆
民
が
通

憲
の
墓
碑
建
立
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
は

わ
ず
か
十
三
年
の
郡
奉
行
所
勤
め
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
後
、
隆
民
は
藩

医
と
し
て
着
々
と
昇
進
し
、
文
政
二
年
に

江
戸
詰
め
の
表
医
師
、
文
政
一
一
年
に
は

二
十
五
人
扶
持
ま
で
加
増
さ
れ
、
天
保
五

年
（
一
八
三
四
）
六
十
九
才
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　

墓
碑
の
前
に
は
六
つ
の
土
盛
り
が
あ

り
、江
戸
氏
旧
臣
の
墓
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
も
地
域
住
民
に
よ
り
草
刈
り
な
ど

の
手
入
れ
が
な
さ
れ
、
花
が
手
向
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
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